
いちごドリルプリント

明治維新プリント 名前

問1 1873年に徴兵令が出されたのと同年に、明治政府が安定した財源を確保するために実施した土地と税制に関する改革を何といいますか。 （2017年

高知公立入試 類似）

1. 地租改正 2. 版籍奉還 3. 廃藩置県 4. 地目変換

問2 明治政府が、江戸時代から続いてきた「収穫量に応じた米による納税」を廃止し、地租改正によって「地価に応じた現金の納税」へと切り替え

た最大の理由は何ですか。 （2021年 岡山公立入試 類似）

1. 豊作や不作といった自然条件に左

右されず、政府の税収を安定させる

ため

2. 農民の不満を解消するために、毎

年の納税額を大幅に減額するため

3. すべての土地を政府の所有（国有

地）とし、農民に貸し出す仕組みを

作るため

4. 海外から輸入される安価な農産物

に対抗し、国内の農業を保護するた

め

問3 幕末から明治時代初期にかけての日本の歩みについて、1863年から1877年までに起こった出来事を、発生した時期の古い順に並べたものとし

て正しいものはどれですか。 （2019年 埼玉県公立入試 類似）

1. 薩英戦争 → 岩倉使節団の派遣 →

日朝修好条規の締結 → 西南戦争

2. 薩英戦争 → 西南戦争 →

岩倉使節団の派遣 →

日朝修好条規の締結

3. 岩倉使節団の派遣 → 薩英戦争 →

日朝修好条規の締結 → 西南戦争

4. 日朝修好条規の締結 → 薩英戦争

→ 西南戦争 → 岩倉使節団の派遣

問4 明治時代初期の1872年の出来事を記した年表において、欧米の近代思想を紹介した『学問のすゝめ』という著作を出版したことが記されている

人物は誰ですか。 （2018年 山形県公立入試 類似）

1. 福沢諭吉 2. 板垣退助 3. 大隈重信 4. 新渡戸稲造

問5 1871年に行われた大規模な政治改革について、当時の状況を記した記録によると、旧藩主たちはそれまでの地位を失って東京への移住を命じら

れ、代わりに大山綱良のような官吏が「県令」として政府から派遣されました。この改革に対し、薩摩藩の島津久光のように強い不満を抱く有

力者も現れました。この改革が実施された最大の目的として、最も適切な説明はどれですか。 （2024年 北海道公立入試 類似）

1. 中央政府による全国の直接支配を

確立し、強力な中央集権国家を築く

ため

2. 土地の所有権を明確にし、地価に

応じた現金を徴収することで政府の

財政を安定させるため

3. 満20歳以上の男子に兵役の義務を

課し、近代的な軍隊を組織するため

4. 武士の特権を廃止し、四民平等の

社会を実現して国民の不満を抑える

ため

問6 明治初期、岩倉具視を全権大使として欧米諸国に派遣された使節団のメンバーに関する説明として正しいものを選びなさい。 （2024年 茨城県公立入試

類似）

1. 大久保利通や木戸孝允、伊藤博文

らが副使として同行した

2. 西郷隆盛や板垣退助が、欧米の軍

事技術を視察するために参加した

3. 勝海舟が全権大使となり、福沢諭

吉が通訳として同行した

4. 徳川慶喜が幕府の代表として、フ

ランスとの同盟強化のために参加し

た

問7 明治初期の政府内では、日本との正式な国交を拒んでいた朝鮮に対し、武力を用いてでも開国を迫るべきだとする主張が生まれました。この主

張を何といいますか。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. 文明開化 2. 地租改正 3. 征韓論 4. 尊王攘夷

問8 産業革命期のイギリスにおける石炭の役割と社会の変化について述べた文として、当時の状況を正しく説明しているものはどれか。 （2022年

長野県公立入試 類似）

1. 石炭は蒸気機関の燃料として綿織

物の大量生産を可能にしたほか、製

鉄や鉄道の動力としても活用された

2. 石炭は鉄鉱石の代用品として機械

の材料に用いられ、蒸気機関の軽量

化と高速化を実現した

3. 石炭は石油に代わる新たな燃料と

して自動車の普及を支え、都市部で

の排ガス問題を深刻化させた

4. 石炭は社会主義的な平等社会を実

現するための配給物資として、国に

よって厳格に管理された

問9 明治政府が長期にわたって取り組んだ「条約改正」の具体的な内容として、不適切なものはどれですか。 （2016年 佐賀公立入試 類似）

1. 他国の軍隊を日本国内に駐留させ

る権利を認め、日本独自の外交権を

すべて欧米諸国に委ねる契約へと変

更すること

2. 外国人が日本で犯罪を犯した際、

その国の領事が裁判を行う領事裁判

権（治外法権）を撤廃すること

3. 輸入品に対して日本側が自由に税

率を決めることができない状態を解

消し、関税自主権を回復すること

4. 幕末に結ばれた不平等な条件を改

め、欧米諸国と対等な立場での国際

関係を築くこと

問10 明治初期、日本が清（中国）および朝鮮と結んだ条約の性質について、正しい説明はどれですか。それぞれの国との関係性に注目して選びなさ

い。 （2022年 秋田県公立入試 類似）

1. 清とは互いに領事裁判権を認める

対等な条約を結び、朝鮮とは日本側

に領事裁判権を一方的に認めさせる

不平等条約を結んだ。

2. 清とは日本に有利な領事裁判権を

認めさせる不平等条約を結び、朝鮮

とはお互いの主権を尊重し合う対等

な条約を結んだ。

3. 欧米諸国への対抗を優先し、清と

朝鮮のどちらに対しても、関税自主

権を相互に認める完全な対等条約を

結んだ。

4. 当時の日本は清と朝鮮の双方に対

し、欧米列強から受けていたものと

同様の、日本側に不利な不平等条約

を結ばされた。

問11 津田梅子ら女子留学生が同行した岩倉使節団の派遣について、その目的や背景を説明した文として最も適切なものはどれですか。 （2019年

徳島公立入試 類似）

1. 不平等条約の改正に向けた予備交

渉とともに、欧米の進んだ制度や文

化を視察すること

2. 日露戦争の講和条約であるポーツ

マス条約を締結し、領土問題を解決

すること

3. 大正デモクラシーの風潮の中で、

普通選挙法の制定に向けた欧米の選

挙制度を調査すること

4. 鎖国体制を維持するために、外国

船を撃退するための軍事技術を秘密

裏に導入すること

問12 西南戦争が終結し、武力による新政府への抵抗が困難であることが明らかになった後、明治時代の反対運動はどのように変化しましたか。その

後の歴史的展開として正しい説明を選んでください。 （2018年 香川公立入試 類似）

1. 武力行使に代わり、言論の力で国

会の開設や憲法の制定を求める自由

民権運動が活発化した。

2. 不平士族たちの要望を受け入れる

形で、江戸時代の身分制度や家禄が

一部復活した。

3. 政府への不満を持つ人々は、政治

に関与することを諦めて海外への移

住を急いだ。

4. 政府は反対勢力をなだめるため、

即座に選挙を実施し、不平士族のみ

に参政権を与えた。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 1

地租改正

明治政府は、それまで豊凶によって変動していた税収を安定させる必要がありました。そこで

、土地の所有者に地券を発行して所有権を認めるとともに、地価の3パーセントを地租として

納めさせる改革を行いました。この改革により、政府は収穫量に左右されない安定した現金収

入を得られるようになりました。

問2 答え 1

豊作や不作といった自然条件に左右されず、

政府の税収を安定させるため

江戸時代の石高制では、その年の作柄によって納められる米の量が変動し、政府の収入が不安

定でした。地租改正では、地価という固定された基準に対して一定の税率（当初は3％）をか

けることで、政府は毎年の予算を確実に立てられるようになり、近代化を進めるための安定し

た財源を確保しました。

問3 答え 1

薩英戦争 → 岩倉使節団の派遣 →

日朝修好条規の締結 → 西南戦争

1863年に生麦事件の報復として薩摩藩とイギリスの間で薩英戦争が起こりました。明治維新

後の1871年には、不平等条約の改正交渉と欧米視察のために岩倉使節団が派遣されました。

その後、1876年に朝鮮と日朝修好条規を締結して開国させ、その翌年の1877年には、士族の

不満が爆発した最大規模の士族反乱である西南戦争が勃発しました。

問4 答え 1

福沢諭吉

福沢諭吉は、明治時代の代表的な啓蒙思想家です。慶應義塾を創設し、西洋の合理的な考え方

や民主的な思想を日本に紹介しました。著書『学問のすゝめ』は当時の大ベストセラーとなり

、文明開化の時期の日本人に大きな影響を与えました。

問5 答え 1

中央政府による全国の直接支配を確立し、強

力な中央集権国家を築くため

旧藩主を領地から引き離して東京に住まわせ、政府が任命した知事や県令を派遣した目的は、

藩という独立性の高い組織を解消し、中央政府の命令が全国に届く「中央集権体制」を確立す

ることにありました。これにより、江戸時代から続いた地方分権的な仕組みが終わりを告げま

した。他の選択肢は地租改正（財政）や徴兵令（軍事）の説明であり、この政治改革の直接的

な目的ではありません。

問6 答え 1

大久保利通や木戸孝允、伊藤博文らが副使と

して同行した

岩倉使節団には、政府の首脳である木戸孝允、大久保利通、伊藤博文らが参加しました。一方

で、西郷隆盛や板垣退助、大隈重信らは留守政府として日本に残り、国内の政治を担いました

。この視察組と留守政府組の認識の差が、後の征韓論争や明治六年の政変につながることにな

ります。

問7 答え 3

征韓論

明治初期、新政府の内部では朝鮮への対応を巡る議論が活発化しました。西郷隆盛や板垣退助

らは、武力行使を辞さない構えで開国を求める「征韓論」を主張しましたが、岩倉使節団とし

て欧米を視察し、内政の充実が急務であると痛感した大久保利通らと激しく対立することとな

りました。

問8 答え 1

石炭は蒸気機関の燃料として綿織物の大量生

産を可能にしたほか、製鉄や鉄道の動力とし

ても活用された

石炭は単なる熱源ではなく、産業のあらゆる場面で変革を促すエネルギーでした。まず蒸気機

関の燃料として綿織物の生産効率を劇的に高め、次に鉄を作る際の燃料（コークス）として鉄

鋼業を支えました。さらに、完成した製品を運ぶための蒸気機関車や蒸気船の動力源としても

不可欠であり、生産・加工・流通のすべてを繋ぐ役割を果たしました。

問9 答え 1

他国の軍隊を日本国内に駐留させる権利を認

め、日本独自の外交権をすべて欧米諸国に委

ねる契約へと変更すること

条約改正の主な柱は、領事裁判権（治外法権）の撤廃と関税自主権の回復です。これらは日本

の主権を制限する不平等な内容であったため、明治政府はこれを解消して独立国家としての地

位を固めることを目指しました。外国に外交権を委ねることは、条約改正の目的とは正反対の

内容になります。

問1

0

答え 1

清とは互いに領事裁判権を認める対等な条約

を結び、朝鮮とは日本側に領事裁判権を一方

的に認めさせる不平等条約を結んだ。

1871年に清と結んだ日清修好条規は、互いに領事裁判権（治外法権）を認め合う対等な条約

でした。これは当時の日本にとって、近代に入り初めて結んだ対等条約です。一方、1876年

に朝鮮と結んだ日朝修好条規は、江華島事件という軍事的圧力を背景に締結されたもので、日

本側に一方的な領事裁判権を認めさせ、朝鮮の関税自主権を認めないなど、日本にとって有利

な不平等条約でした。このように、相手国によって外交姿勢を使い分けていたことがわかりま

す。

問1

1

答え 1

不平等条約の改正に向けた予備交渉とともに

、欧米の進んだ制度や文化を視察すること

岩倉使節団は、岩倉具視を全権大使とし、木戸孝允、大久保利通、伊藤博文といった政府の有

力者が参加した大規模な使節団でした。最大の目的は江戸時代に結ばれた不平等条約の改正交

渉でしたが、当時の日本にはまだ近代的な法整備が整っていなかったため交渉は難航しました

。一方で、欧米の政治、産業、教育などを直接視察したことは、その後の日本の近代化（文明

開化）に極めて大きな影響を与えました。

問1

2

答え 1

武力行使に代わり、言論の力で国会の開設や

憲法の制定を求める自由民権運動が活発化し

た。

西南戦争を最後に、士族による組織的な武力蜂起は収束しました。政府に反対する人々は、国

会の開設などを求める「言論」による抵抗（自由民権運動）へと活動の場を移し、板垣退助ら

を中心に国民の権利を主張する動きが全国へと広がっていきました。


